
宮城県村田高等学校［全日制課程（総合学科）］ 

 

☆ スクール・ミッション（社会的役割等） 

宮城県村田高等学校は，「誠意，勤労，識見，気魄，協和」を校訓とし，町内唯一

の高校として，地域社会との相互交流を深め協働するとともに，キャリア教育を深化

させた教育活動を展開することで，地域を中心に広く社会に貢献できる人材を育成す

る学校を目指します。 

★ スクール・ポリシー（三つの方針） 

１ グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 

○知・徳・体の調和のとれた幅広い力量を備え，夢と志をもって社会や地域の発展に

貢献できる生徒を育成します。 

（１）主体的に考えて行動できる力を持ち，自らの夢や希望の実現を図れる生徒を育 

成します。 

（２）歴史や文化および規範を尊重する心と責任感や思いやりの心を持った生徒を育 

成します。 

（３）健康な体を持ち，基本的な生活習慣を身につけた生徒を育成します。 

２ カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

○きめ細かい学習支援により，確かな基礎学力の向上を目指します。 

 →特に理解度の差が大きい教科等において，少人数での授業や学び直しなどを実施 

し，基礎基本の定着を図ります。 

○幅広い選択科目を設定して，生徒の個に応じた学習を支援します。 

 →県内初の総合学科として，従前の設備等を活かしながら，多岐にわたる生徒の進

路希望に対応できる柔軟な教育課程を実現します。 

○地域と連携した学びの機会を設定し，望ましい社会観，職業観等を養います。 

 →各種講話，ボランティア活動，インターンシップ等を通して，地域社会との繋が

りを実感させるとともに，社会性の育成を目指します。 

３ アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

○本校の教育目標を理解し，それに沿って積極的に努力する意欲のある生徒 

○学習活動，ＨＲ活動，部活動，行事等に主体的に取り組み，役割を果たそうとする 

生徒 

○中学校で高い学習意欲を持ち，努力を続けてきた生徒 

○中学校で部活動，ボランティア活動等にしっかりと取り組みながら，学習と両立さ 

せてきた生徒 

○自己の向上のために，資格取得等に意欲的に挑戦しようとする志の高い生徒 
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国語、数学、英語
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 面接

１ 形態：個人面接
２ 時間：１０分程度
３ 内容：(1)志望動機　(2)中学校での活動状況
　 　　　(3)高校での活動意欲　(4)進路希望　(5)その他
４ 観点：(1)態度　２５点　　(2)表現力等 　５０点
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人の１２０％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。

学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特
別活動の記録などの資料）も用いて、総合的に審査し、選抜する。
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